
環境テーマ分類製造（化学・石油製品）事業分類

３－１８－０５８平成１９年１月３１日認定日東京都杉並区地域

事業名： ポリ乳酸樹脂向け耐熱性機能向上材（結晶化核材）の製造・販売

○事業概要（新規性、市場性等）
・ＣＯ２排出規制等の環境面から、トウモロコシ、サトウキビ等を原料とする植物性樹脂への関心が
高くなっているが、代表的な植物性樹脂であるポリ乳酸樹脂は耐熱性、加工性、価格に課題があっ
た。
・ポリ乳酸樹脂の耐熱性は６０℃程度であったが、従来使われていない材料を使用した機能性核材
を添加することにより結晶化速度が向上し、耐熱性を１３０℃まで向上させることに成功した。
・加工性も従来は特殊工程が必要であったが、通常樹脂の成型工程で可能であり、また価格面も実
用レベル水準で販売する。
・家電メーカー、梱包資材メーカー等をターゲットに事業化を目指す。

イーラボ㈱
（大阪府大阪市）
・結晶化核材開発
・押出機（反応器）の設計

日祥㈱
（東京都千代田区）
・販売ルート開拓

販売

コア企業：日ノ出樹脂工業㈱
（東京都杉並区）
・コンパウンド技術

・結晶化核材の生産
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日ノ出樹脂工業株式会社・代表取締役社長 住田嘉久企業名 ・ 代 表者

・従来の植物性樹脂は、カーボンニュートラル（注）であり環境面での負担が少ないが、耐熱性が低く
夏季の自動車内など条件下では品質を保持できない、価格が通常樹脂の３～５倍程度と高い、通
常樹脂の成型工程では加工できないなどの課題があった。
・代表的な植物性樹脂であるポリ乳酸は結晶化速度が遅く耐熱性は６０℃程度であったが、業界で
は従来使用されていない材料を特殊な技術でコンパウンドすることにより結晶化速度を上げること
に成功した。
・日本国内では既に携帯電話、パソコンなどの筐体、梱包用資材、食品トレーなどに２万トンのポリ乳
酸が流通しており、本事業では、まず家電メーカー、梱包用資材メーカーをターゲットとし事業化を
目指す。

（注）カーボンニュートラル：バイオマスを燃焼すると化石燃料と同様にＣＯ2を排出するが、植物はも
ともと成長過程で光合成によりＣＯ2を吸収しており、トータルでは大気中のＣＯ2を増加させない
という考え方。
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